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　あ と が き

本誌は 1928年に
久保猪之吉によっ
て「耳鼻咽喉科」
として創刊され，
1988年に「耳鼻咽
喉科・頭頸部外
科」と改題いたし
ました。

［編集顧問］
佐々木　好久
坂井　真
八木　聰明
竹中　洋
吉原　俊雄

［編集委員］
小川　郁
丹生　健一
鴻 信義

　外科系各領域で低侵襲手術が急速に普及しています。実は，低侵襲手術に不可欠
な内視鏡を初めて外科手術に導入したのは耳鼻咽喉科・頭頸部外科で，1985年に
Messerklingerが鼻の穴を利用する keyhole surgeryである内視鏡下副鼻腔手術を
報告したのが初めです。Mouretが腹部内視鏡下手術を行う 2年も前のことで，そ
の後，1990年代になってから多くの外科手術が内視鏡下の低侵襲手術になってき
ています。
　内視鏡下副鼻腔手術は，従来の裸眼での副鼻腔手術の概念を覆す画期的な変革で
あったことに異論はないと思います。一方，耳科手術には 1950年代にいち早く顕
微鏡が導入され発展してきたこともあり，内視鏡の導入は限定的でした。しかし，
耳科手術用の内視鏡や周辺手術機器の開発によって，内視鏡下耳科手術もこの約
10年間にあっという間に普及してきました。これが TEESと呼ばれる経外耳道的
内視鏡下耳科手術です。今年，米国ボストンで第 3回World Congress on Endo-
scopic Ear Surgeryが開催され，日本からも多くの耳科医が参加しました。2年後
には欠畑誠治教授（山形大学）が会長となり，京都で第 4回のWorld Congressが
開催される予定となっています。TEESがさらに大きく開花する契機になることは
間違いありません。
　さて，このような時期ですので，今月は「進化する経外耳道的内視鏡下耳科手術
（TEES）―エキスパートに学ぶスタンダードな手術手技」を特集テーマとして企画
しました。欠畑教授に総論をお願いし，TEESのスタンダードな手術手技について
は日本でTEESを牽引するエキスパートの先生方に執筆をお願いしました。特に本
特集では特別付録として web動画を収録しました。単なるテキストとしての解説
とイラスト，写真だけではなく，実際の TEESのスタンダードな手術手技を動画で
学ぶことができる画期的な手術書になっています。特にこれからTEESを積極的に
学ぼうとする若手耳科医にとっては必携の手術書となることは間違いありません。
　また，Review Articleは内藤健晴教授のライフワークの一つでもある「鼻呼吸と
睡眠障害」です。原著も力作ですので，爽やかな秋を満喫しながら，ぜひ，通読し
ていただきたいと思います。
 （小川　郁）
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